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         時事寸考             

シーダ・ウォーク施設長・医師の吉田です。今月は「2025 年問題」、

「2040 年問題」という言葉を説明したいと思いますが、その前に人口

ピラミッドについてお話しいたします。 

日本の人口ピラミッド（2016年 10月 1日現在）総務省統計局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イベント・コンサート※内容等、変更となる場合がございます。   

◆2 月 17 日（土） 春を待ちこがれるフルートコンサート 

  【むさしのフルートアンサンブルの皆さん】 

          お知らせ                   

◆ご入所中の方で医療機関を受診される方へ 

医療機関を受診される際は、先方の医療機関にお渡しいただく

書類がありますので、必ず事前に看護師に連絡をしていただいた

上で受診に行っていただきますようよろしくお願いいたします。 

     栄養科より今月の一押しメニュー       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Cedar Walker で法律相談                      
毎回、様々なテーマで法律問題を簡単に解説していただくこの

連載ですが、今回のテーマは… 

  終末期の延命措置に対する家族間の意見対立について 

終末期に延命治療を行うかどうかは、基本的にはご本人の意思に

委ねられています。 

 ただ、意識状態などの問題から、ご本人が自ら意思決定をすること

が困難である場合、一部家族の意向を受けて延命措置が行われずに

ご本人が亡くなったときに、延命治療を望んでいた家族との間で紛争

が生じることがあります。 

 この点が問題になった事案に東京地判平２８．１１．１７判時２３５１－

１４があります。この事件では、医師との連絡にあたっていた一部の家

族が延命措置に繋がる治療を拒否したことの適否が争われました。 

 裁判所は「延命措置についてどのような意見を述べるかは基本的に

個人の自由である」、「（亡くなった方の家族が）延命措置を拒否したこ

とをもって、それ自体が直ちに違法であると認めることはできない」とし

ながらも、「キーパーソンとして対応されている者が、延命措置に関し

て患者本人や他の家族が自らと異なる意見を持っていることを知りな

がら、医師等に対してその内容をあえて告げなかったり、容易に連絡

の取れる他の家族がいるにもかかわらず、その者の意見をあえて聞

かずに、医師等に対して自らの意見を家族の総意として告げたりした

場合には、患者本人や他の家族の人格権を侵害するものとして、これ

を違法であると認める余地があり得る」と判示しました。 

 そのうえで「本件は被告…が延命措置に関して亡Ａや原告が自らと

異なる意見を持っていることを知りながらＢ医師に対してその内容をあ

えて告げなかったり、原告の意見をあえて聞かずにＢ医師に対して自

らの意見を家族の総意として告げたりしたと認めることはできない」と

して原告からの慰謝料請求を棄却しました。 

 この種の紛争を防ぐためには、予め家族に対して終末期に延命治

療を行うかどうかの意思を表示しておくことが必要になります。 

 

桜丘法律事務所 

弁護士 師子角 允彬（ししかど・のぶあき） 

(電話) 03-3780-0991  (WEB) http://www.sakuragaoka.gr

      車いすを無料で貸出します         

車いすを通院に使いたい 

自宅に外泊するときに使いたい 

旅行するのに使いたい 

ケガが治るまでの間、貸してほしい 

 

シーダ・ウォークでは短期間（１カ月まで）車いすを使いたい方に無

料貸出をしています。（杉並区の社会福祉協議会の車いす貸出拠点

となっています） 

当施設のご利用がなくても、高齢者でなく

ても、杉並区の方であれば貸出できま

す。 

（利用される方もしくはご家族が杉並区の

方が対象です。杉並区以外にお住まい

の方は、それぞれの自治体の社会福祉

協議会にお問い合わせください。） 

くわしくはシーダ・ウォーク事務室までご連絡ください。 

（03-5311-6262） 

介護老人保健施設 シーダ・ウォーク 
〒１６７－００３４  東京都杉並区桃井３-４-９  
ＴＥＬ．０３-５３１１-６２６２（代） FAX.０３-５３１１-６１８０ http://www.kawakita.or.jp/ 
２０18 年 1 月 25 日発行 vol.128 編集：島田・神薗・奥友・新井 

 

 図の縦軸は年齢（上ほ
ど高齢）、横軸が年齢別

人口で左側が男性、右側

が女性となります。男女と

も 67 歳～69 歳のところ

に人口のピークがありま

すがこれは1947年（昭和

22年）から1949年（昭和

24 年）の間に生まれた人

たちで第二次世界大戦後

のベビーブーマーに当た

り、一般に「団塊の世代」

と呼ばれている世代で

す。その子供の世代に当

たる 1971年～1974年生

まれにもう一つのピーク

があり、それ以降の世代

は若い世代ほど人口が

少ないという少子化を反

映した形になっています。 

 2025年には 1949年生まれの人たちが 75歳となり、団塊の世

代が全員後期高齢者（75 歳以上）となるわけですが、これが

「2025 年問題」と呼ばれているものです。さしあたって後期高齢

者医療制度の対応などが課題となるでしょう。 

 さて、2025 年を過ぎても図のピラミッドは上方に移動を続けま

すが、2040 年までにはより深刻な事態が予想されます。高齢者

人口が史上最大となり、後期高齢者は 2239万人に達するとされ

ています（2016 年は 1691 万人）。これとともに年間死亡者数も

増えて最多の 168万人に達すると考えられます（2016年は 130

万人）。看取りを含めて医療・介護のさまざまな分野が影響を受

けることは必至と思われ、「2040年問題」と呼ばれています。 

 

 2/3「節分」の昼食に『豆としらすのご

飯』をご用意します。節分といえば豆まき

ですが、かたい炒り大豆の代わりに、節

分にちなんだ食材である豆（枝豆）としら

すを使った栄養満天のご飯をご用意しま

す。さらに2/11の昼食には「かに散らし」

をご用意する予定です。寒い日が続いて

いますが、しっかり食事を取り元気にお

過ごしください！ 

http://www.kawakita.or.jp/


 

 

 
 

 

 

毎年恒例のデイケア 秋の園遊会 

今年は･･･『銀座 散策ツアー』！！ 

11月 26日（日）26名のデイケアご利用者、ご家族と一緒に大型バスを貸切し、 

帝国ホテルでの食と語らいの時間、そしてその後には。。。華麗で豪奢な顔と、江戸から続

く下町風情の顔が共存している街 銀座を職員と一緒に歩きました。 

普段では味わえない贅沢な時間を過ごして参りました。 
 

 
 

デイケア 秋の園遊会 

 

今年もご利用者・ご家族の方々に喜んでいただける 

園遊会になるようスタッフ一丸となって頑張ります！ 

 

「外出には制約がある。特に体が不自由であったり、

体力も落ち気味で心配」…そんな理由で参加に躊

躇される方もいました。行きたいけれど行けない、

そんな思いに応えたい！その一心で始めたこの行

事。今や 10年以上続く大イベントとなっています。 

今や 10年以上続く大イベントとなっています。 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://chintai.infonista.jp/content/special/100011/img/photo-column-rule.png&imgrefurl=https://chintai.infonista.jp/area/tokyo/chuoku/100011/column/rule&docid=HIcpXPEvvsp7PM&tbnid=lG_zqCDUKl5sTM:&vet=10ahUKEwjw14SjyuPYAhWMvLwKHf78A_EQMwhIKBgwGA..i&w=690&h=460&bih=842&biw=1263&q=%E9%8A%80%E5%BA%A7%E7%94%BA%E4%B8%A6%E3%81%BF&ved=0ahUKEwjw14SjyuPYAhWMvLwKHf78A_EQMwhIKBgwGA&iact=mrc&uact=8

